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FM RF amideそのものであり、 CARP様物質は、 CARPよりも Rapanamyomodulinである可能性が高
いと思われる。
3. J7フリカマイマイ
これまでに、この動物の神経節や心強から心拍動に影響を持つ数種類の神経ペプチドが単離され
たが、その作用様式についてはあまり知られていない。そこで、アフワカマイマイ埼玉ら単離された
二種類の神経ペプチド：FMRFamideとACEP-1(H-Ser-Gly-Gln-Ser-T中’Arg-Pro-Gln-Gly-Arg-Phe-NH2)
の生体内の渇在を免疫組織化学的に調べ、ペプチド含有ニューロンを同定する事を試みた。アフリ
カマイマイの心臓は、食道下神経節から発する腸神経によって支配されている。そこで、脳神経節、
食道下神経節、腸神経及び心臓をFMRFamideとACEP-1の抗体を用いて免疫染色した。ホールマウ
ント標本の場合には、震定後の説水操作は行わず、 E的とする神経ペプチドの一次抗体でインキュ
ベート後、ローダミン標識した二次筑体を用いた。内臓神経節及び右体壁神経節の背到表面付近で
は、産径30μ m以下の多数の小型のニューロン群がFMRFamide様免疫陽性を示したo ACEP-1様
免疫陽性ニューロンは、 FMRFamide様免疫揚性ニューロンよりは大型で数が少なかった。より腹髄
に近い部位では、同定可能な数値の巨大ニューロンが揚性となったが、再方のペプチド抗体に共に
陽性反正、を示すニューロンは存在しなかった。更にこれまでに心拍動増強ニューロンとして同定さ
れている 9個のニューロンは、どちらの抗体に対しても揚性を示さなかった。食道下神経節から心
房へと下降する腸神経や心房には、 FMRFamide様及び、 ACEP・1様免疫陽性部f立が共に豊富に存在
していた。一方、心室の心房健から中央部にかけては、どちらの抗体に対する陽性部位も存在せず、
心室動訳端から動脹にかけての狭い範囲にのみ、両ペプチドの抗体に免疫揚性を示す神経繊維がわ
ずかに存在していた。従ってFMRF釧 ide隷物貿も ACEP・1；様物質も、神経節内の心拍動運動ニュー
ロン以外のニューロンに含まれ、揚神経によって心房へ輸送されて放出され、それが心室で生理的
活性を示すと考えられる。
軟体動物の筋の活動に対して複数の神経ペプチドが伝達物賞あるいは修飾物賓として実際に働い
ているという報告はさらに増えつつある。本研究の結果もこれらのペプチドが構報伝達物質として
実際に生理的に働いていることをより強く示すものである G
